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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 47,009 △8.9 2,874 101.2 2,237 169.6 3,736 ―
23年3月期第1四半期 51,626 △37.4 1,428 △50.7 829 △67.7 50 △95.7

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 3,697百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △79百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 8.46 4.39
23年3月期第1四半期 0.11 0.06

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 301,153 99,586 33.1
23年3月期 319,085 96,723 30.3
（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  99,586百万円 23年3月期  96,723百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況については、「種類株
式の配当の状況」をご覧ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ―
24年3月期（予想） 0.00 ― 2.00 2.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 98,000 △24.1 3,000 △50.7 1,300 △72.3 5,600 69.1 12.67
通期 270,000 △8.6 13,500 △0.7 10,000 △7.2 11,500 17.9 24.16



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、今後の様々な要
因により実際の業績が予想値と異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、【添付資料】P.7「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績
予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
四半期決算補足説明資料につきましては、ＴＤｎｅｔで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載いたします。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 445,337,738 株 23年3月期 445,337,738 株
② 期末自己株式数 24年3月期1Q 3,388,994 株 23年3月期 3,388,518 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 441,948,950 株 23年3月期1Q 441,971,375 株



 

 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

  

（第１種優先株式） 

 
  

（第２種優先株式） 

 
  

（第４種優先株式） 

 
  

（第７種優先株式） 

 
   

（第８種優先株式） 

 

種類株式の配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 ─ ─ ─ 9.328 9.328

24年３月期 ─

24年３月期(予想) ─ ─ 8.88  8.88  

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 ─ ─ ─ 9.328 9.328

24年３月期 ─

24年３月期(予想) ─ ─ 8.88  8.88  

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 ─ ─ ─ 8.00 8.00

24年３月期 ─

24年３月期(予想) ─ ─ 8.00 8.00

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 ─ ─ ─ 10.00 10.00

24年３月期 ─

24年３月期(予想) ─ ─ 10.00 10.00

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 ─ ─ ─ 10.00 10.00

24年３月期 ─

24年３月期(予想) ─ ─ 10.00 10.00
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による経済活動の低下に加え

消費マインドの冷え込み、さらには電力の供給制限などにより不安定な状況が続きました。しかしなが

ら、サプライチェーンの復旧により生産活動が回復基調にあることや消費の自粛ムードが一段落したこ

となどにより持ち直しの動きが見られております。 

マンション市場におきましては、震災後における販売活動の自粛や建築資材の調達遅延による販売計

画の見直しなどがなされたものの、低金利や住宅取得優遇政策に加え震災後にあらためてマンションの

安全性が評価されたことなどにより、契約率は堅調に推移しました。 

このような事業環境のもと、当社グループにおきましては、主に不動産開発事業のマンション販売に

おいて、物件の竣工および引渡しが前年同期に比べて少ない計画であったことなどから、営業収入は

470億9百万円（前年同期比46億16百万円減）となりました。利益面につきましては、マンション販売に

おける利益率の改善などにより、営業利益は28億74百万円（前年同期比14億45百万円増）、経常利益は

22億37百万円（前年同期比14億7百万円増）となりました。また、四半期純利益は繰延税金資産の計上

などにより37億36百万円（前年同期比36億86百万円増）となりました。 

  

  

 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

① 業績全般

② セグメント別の概況

 〔セグメント別業績〕
（単位：百万円）

区 分
前第１四半期 当第１四半期 増 減

営業収入 営業利益 営業収入 営業利益 営業収入 営業利益

不動産開発事業 22,579 △189 18,646 1,962 △3,933 2,151

不動産管理事業 24,317 1,800 24,162 1,476 △154 △324

不動産流通事業 4,321 199 4,003 △91 △317 △290

その他 791 41 693 65 △98 23

調整額（消去又は全社） △382 △423 △496 △538 △113 △115

合 計 51,626 1,428 47,009 2,874 △4,616 1,445
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（不動産開発事業） 

不動産開発事業につきましては、主力のマンション販売において、物件の竣工および引渡しが前年同

期に比べて少ない計画であったことなどから、売上戸数は512戸（前年同期比115戸減）、マンション売

上高は181億26百万円（前年同期比34億14百万円減）となった結果、不動産開発事業の営業収入は186億

46百万円（前年同期比39億33百万円減）となりました。 

  営業利益は、マンション売上総利益率が前年同期に比べて大きく改善したことなどにより、19億62百

万円（前年同期比21億51百万円増）となりました。 

  なお、当第１四半期連結会計期間末におけるマンション既契約残高は3,106戸、1,241億82百万円（前

年同期末比353戸増、同186億35百万円増）となりました。 

  
 

  
 

 （注）１  「戸数または面積」のうち㎡表示は土地の面積であります。 

 ２  契約残高は四半期連結会計期間末の残高であります。 

  

営業収入内訳
（単位：百万円）

区 分 前第１四半期 当第１四半期 増 減

不動産販売 22,099 18,126 △3,973

その他 479 520 40

合計 22,579 18,646 △3,933

不動産販売の状況
（単位：百万円）

区 分

前第１四半期 当第１四半期 増 減

戸数または 
面積

金額
戸数または 

面積
金額

戸数または 
面積

金額

契約実績

マンション 1,570戸 57,300 815戸 30,764 △755戸 △26,536

その他 －㎡ － －㎡ － －㎡ －

合計
1,570戸 

－㎡
57,300

815戸 
－㎡

30,764
△755戸 

－㎡
△26,536

売上実績

マンション 627戸 21,540 512戸 18,126 △115戸 △3,414

その他 1,190㎡ 559 －㎡ － △1,190㎡ △559

合計
627戸 
1,190㎡

22,099
512戸 
－㎡

18,126
△115戸 

△1,190㎡
△3,973

契約残高

マンション 2,753戸 105,546 3,106戸 124,182 353戸 18,635

その他 －㎡ － －㎡ － －㎡ －

合計
2,753戸 

－㎡
105,546

3,106戸 
－㎡

124,182
353戸 
－㎡

18,635
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（不動産管理事業） 

不動産管理事業につきましては、マンション管理受託戸数が前年同期に比べて増加したことにより、

管理受託収入は158億69百万円（前年同期比3億49百万円増）となりました。一方、マンションの大規模

修繕工事は受注が堅調に推移したものの、震災の影響に伴う工事の遅延などにより、請負工事収入は74

億73百万円（前年同期比6億44百万円減）となりました。 

  これらの結果、不動産管理事業の営業収入は241億62百万円（前年同期比1億54百万円減）、営業利益

は14億76百万円（前年同期比3億24百万円減）となりました。 

  なお、当第１四半期連結会計期間末における請負工事受注残高は157億85百万円（前年同期末比41億

57百万円増）となりました。 

  
 

  

   マンション管理受託戸数 
 

  
 

  

営業収入内訳
（単位：百万円）

区 分 前第１四半期 当第１四半期 増 減

管理受託 15,519 15,869 349

請負工事 8,118 7,473 △644

その他 679 820 140

合計 24,317 24,162 △154

区 分 前第１四半期末 当第１四半期末 増 減

マンション管理受託戸数 394,404戸 399,528戸 5,124戸

請負工事の状況
（単位：百万円）

区 分 前第１四半期末 当第１四半期末 増 減

受注残高 11,628 15,785      4,157
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（不動産流通事業） 

不動産流通事業につきましては、買取販売収入は11億25百万円（前年同期比20百万円増）、賃貸管理

等収入は11億70百万円（前年同期比19百万円増）とそれぞれ増収となりましたが、売買仲介収入は15億

91百万円（前年同期比3億39百万円減）となりました。 

 これらの結果、不動産流通事業の営業収入は40億3百万円（前年同期比3億17百万円減）、営業利益は

91百万円の損失（前年同期比2億90百万円減）となりました。 

  
 

  
 

  
 

 （注）「戸数または面積」のうち㎡表示は土地の面積であります。 

  

  

  

営業収入内訳
（単位：百万円）

区 分 前第１四半期 当第１四半期 増 減

売買仲介 1,931 1,591 △339

買取販売 1,104 1,125 20

賃貸管理等 1,151 1,170 19

その他 133 115 △18

合計 4,321 4,003 △317

売買仲介取扱実績
（単位：百万円）

区 分 前第１四半期 当第１四半期 増 減

取扱件数 1,432件 1,386件 △46件

取扱高 57,064 35,773 △21,290

買取販売の状況
（単位：百万円）

区 分

前第１四半期 当第１四半期 増 減

戸数または 
面積

金額
戸数または 

面積
金額

戸数または 
面積

金額

売上実績

マンション 72戸 1,104 56戸 984 △16戸 △120

その他 －㎡ － 4,214㎡ 140 4,214㎡ 140

合計
72戸 
－㎡

1,104
56戸 

4,214㎡
1,125

△16戸 
4,214㎡

20
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当第１四半期連結会計期間末における「総資産」は、前連結会計年度末に比べ179億32百万円減少

し、3,011億53百万円となりました。これは、現金及び預金が仕入債務の決済等により191億1百万円減

少したことなどによるものであります。 

 「負債」につきましては、前連結会計年度末に比べ207億95百万円減少し、2,015億66百万円となりま

した。これは、支払手形及び買掛金が110億49百万円、有利子負債が64億35百万円それぞれ減少したこ

となどによるものであります。 

 「純資産」につきましては、前連結会計年度末に比べ28億63百万円増加し、995億86百万円となりまし

た。これは、優先株式に係る配当金8億34百万円の支払いを行った一方、四半期純利益の計上により、

利益剰余金が29億2百万円増加したことなどによるものであります。また、自己資本比率は33.1％（前

連結会計年度末比2.8ポイント増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

資産、負債及び純資産の状況

（単位：百万円）

前期末 当第１四半期末 増 減

資産合計 319,085 301,153 △17,932

負債合計 222,362 201,566 △20,795

 うち有利子負債 140,304 133,868 △6,435

純資産合計 96,723 99,586 2,863

うち自己資本 96,723 99,586 2,863

自己資本比率 30.3％ 33.1％ 2.8p
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業績予想につきましては、平成23年５月11日付公表の予想数値から変更はありません。 

  

 
  

 
  

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、今後の

様々な要因により実際の業績が予想値と異なる可能性があります。 

  

  

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用） 

当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号

平成22年６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第４号 平成22年６月30日）および「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告

第９号 平成22年６月30日）を適用しております。 

 なお、これによる潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算出に与える影響はありません。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

第２四半期（累計） 98,000 3,000 1,300 5,600 12.67

通期 270,000 13,500 10,000 11,500 24.16

 〔セグメント別業績予想〕
（単位：百万円）

区 分
24年３月期

営業収入 営業利益

不動産開発事業 140,000 6,900

不動産管理事業 104,000 7,200

不動産流通事業 24,000 1,500

その他 4,000 200

調整額（消去又は全社） △2,000 △2,300

合 計 270,000 13,500

２．サマリー情報（その他）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表

 （１）四半期連結貸借対照表
(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 92,548 73,446

受取手形及び売掛金 10,305 8,001

有価証券 30 50

販売用不動産 27,752 17,974

仕掛販売用不動産 108,700 130,952

開発用不動産 32,163 20,564

その他のたな卸資産 1,562 2,080

繰延税金資産 4,394 6,146

その他 8,574 9,037

貸倒引当金 △73 △46

流動資産合計 285,958 268,208

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,558 5,776

減価償却累計額 △3,290 △3,319

建物及び構築物（純額） 2,268 2,457

土地 9,338 9,338

その他 2,103 2,127

減価償却累計額 △1,669 △1,667

その他（純額） 434 459

有形固定資産合計 12,041 12,256

無形固定資産

のれん 11,993 11,786

その他 1,261 1,228

無形固定資産合計 13,255 13,014

投資その他の資産

投資有価証券 1,594 1,471

繰延税金資産 372 383

その他 6,299 6,254

貸倒引当金 △437 △435

投資その他の資産合計 7,829 7,673

固定資産合計 33,126 32,944

資産合計 319,085 301,153

㈱大京（8840）平成24年3月期 第1四半期決算短信

－ 8 －



  

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 38,845 27,796

短期借入金 40,411 42,737

コマーシャル・ペーパー 4,000 4,000

1年内償還予定の社債 13,000 13,000

未払法人税等 742 389

前受金 16,762 17,326

賞与引当金 1,364 1,084

その他 13,930 10,612

流動負債合計 129,057 116,945

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 72,786 64,012

退職給付引当金 3,617 3,712

役員退職慰労引当金 222 205

その他 6,679 6,690

固定負債合計 93,304 84,621

負債合計 222,362 201,566

純資産の部

株主資本

資本金 41,171 41,171

資本剰余金 38,098 38,098

利益剰余金 18,631 21,534

自己株式 △1,315 △1,315

株主資本合計 96,586 99,488

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 171 130

為替換算調整勘定 △34 △32

その他の包括利益累計額合計 136 97

純資産合計 96,723 99,586

負債純資産合計 319,085 301,153
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 （２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

 （四半期連結損益計算書）

 （第１四半期連結累計期間）
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年６月30日)

営業収入 51,626 47,009

営業原価 44,145 38,722

売上総利益 7,481 8,287

販売費及び一般管理費 6,052 5,413

営業利益 1,428 2,874

営業外収益

受取利息 9 9

受取配当金 20 13

違約金収入 52 14

その他 112 142

営業外収益合計 196 179

営業外費用

支払利息 650 622

その他 144 193

営業外費用合計 794 816

経常利益 829 2,237

特別利益

固定資産売却益 30 －

投資有価証券売却益 102 －

貸倒引当金戻入額 7 －

特別利益合計 140 －

特別損失

固定資産除却損 7 7

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 234 －

その他 － 1

特別損失合計 241 9

税金等調整前四半期純利益 728 2,228

法人税、住民税及び事業税 217 240

法人税等調整額 460 △1,748

法人税等合計 678 △1,508

少数株主損益調整前四半期純利益 50 3,736

四半期純利益 50 3,736
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 （四半期連結包括利益計算書）

 （第１四半期連結累計期間）
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 50 3,736

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △131 △41

為替換算調整勘定 1 1

その他の包括利益合計 △129 △39

四半期包括利益 △79 3,697

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △79 3,697

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

  

  

  

（単位：百万円）

 
（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、エンジニアリング事業を含んでお 

ります。 

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△423百万円には、セグメント間取引消去△106百万円および各報告 

セグメントに配分していない全社費用△316百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに 

帰属しない一般管理費であります。 

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円）

 
（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、立体駐車装置事業を含んでおりま 

す。 

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△538百万円には、セグメント間取引消去△96百万円および各報告セ 

グメントに配分していない全社費用△441百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰 

属しない一般管理費であります。 

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

不動産開発
事業

不動産管理
事業

不動産流通
事業

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

売上高

外部顧客への売上高 22,474 24,125 4,294 732 － 51,626

セグメント間の内部売上高
又は振替高

105 192 26 58 △382 －

計 22,579 24,317 4,321 791 △382 51,626

セグメント利益又は 
損失（△）

△189 1,800 199 41 △423 1,428

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

不動産開発
事業

不動産管理
事業

不動産流通
事業

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

売上高

外部顧客への売上高 18,546 23,836 3,993 634 － 47,009

セグメント間の内部売上高
又は振替高

100 326 10 59 △496 －

計 18,646 24,162 4,003 693 △496 47,009

セグメント利益又は 
損失（△）

1,962 1,476 △91 65 △538 2,874

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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